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正しく安全に
お使いいただくために

弊社製品をお買い上げ頂きまして誠にありがとうございます。
ご使用の前にこの取り扱い説明書をよくお読みになり、内容を理解してからお
使いください。
表示内容を無視して誤った使い方をした時に生じる危害や損害の程度を、次の
表示で区分し説明します。

　　危険

この表示の欄は「死亡または重傷等を負う可能性が想定され、かつ危険発生時
の警告の緊急性が高い」内容です。

　　警告

この表示の欄は「死亡または重傷等を負う可能性が想定される」内容です。

　　注意

この表示の欄は「障害を負う可能性または物質的損害のみが発生する可能性が
想定される」内容です。

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するためにも、
次の事柄は必ずお守りください。
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必ずお守り下さい

　　警告

分解しない！改造しない！

内部の点検、調整はお買上げの販売店にお任せ下さい。ショートや発

熱により感電や火災を起こす恐れがあります。

本機を分解したり本機の内部に触れることは、電波法で禁止されてお

り法律で罰せられることがあります。

高所に置く時はネジ等で
必ず固定する！

機器が落ちて、けがをし

たり機器が故障する恐れ

があります。

電源コードを傷つけない！
加工しない！

重い物を乗せたり無理に

曲げると感電や火災をお

こす恐れがあります。

表示された電源電圧（AC100V）

以外で使わない！

感電や火災をおこす恐れ

があります。

煙が出る！変な臭いがする！

すぐに電源を切り、差し込

みプラグをコンセントか

ら抜いて下さい。

異物を入れない！

感電や火災をおこす恐れ

があります。

落とした！壊れた！

すぐに電源を切り、差し込

みプラグをコンセントか

ら抜いて下さい。
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　　注意

強い衝撃を与えない！

ハンマー等で叩いたり、釘

等を打ち込まないで下さ

い。発火、破裂の原因にな

ります。

幼児の手の届く所に置かない！

怪我等の原因になります。

濡らさない！

雨や水、コーヒー等の液体

で濡らさないで下さい。ま

た濡れた手で操作しない

で下さい。ショートや発熱

による感電や製品の故障

を起こす恐れがあります。

特に、シンナー、ベンジン

等揮発性の液体は絶対に

かけないで下さい。

直射日光・高温・多湿の場所で

保管・使用しない！

高温、多湿、直射日光の当

たる所、ほこりの多い所で

の保管・使用は避けて下さ

い。機器の故障の原因にな

ります。

不安定な所に置かない！

機器が倒れたり落ちたり

して、けがをしたり機器が

故障する恐れがあります。

長期間使わない！

差し込みプラグをコンセ

ントから抜いて下さい。
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1. 本機は電波法に基づく技術基準適合証明を受けた無線
設備を内蔵しています。

2. 本機を分解したり、本機の内部に触れることは電波法で
禁止されており、法律で罰せられることがあります。故
障の際の内部点検、調整はお買上げの販売店にお任せ下
さい。
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製品保証について

1. 製品をご購入いただきましたら、保証書にお買い上げ日、御社名、御住所な
どをご記入の上、大切に保管してください。

2. 製品の無償保証期間はご購入日より 1ヶ年、最長で出荷日より 1年 3ヶ月と
なります。ただし、無償保証期間内でも次のような場合は有償となることが
ありますので、ご了承下さい。

（1）保証書のご提示がないとき
（2）保証書の所定事項に未記入の箇所がある場合
（3）マニュアル等に記載された使用方法および注意事項に反する取扱いによる障害
（4）故意または重大な過失による障害
（5）使用環境が所定条件から逸脱したことによる障害
（6）許可無く、改造または他機器の接続、取付けを行ったことによる障害
（7）災害、地震、水害等の天災地変による障害
（8）お客様の作成されたソフトウェアおよびシステムによる障害
（9）使用上避けられない消耗による障害・部品交換（消耗品交換）

3. 製品の品質につきましては、十分注意して製造しておりますが、なにかお気
づきの点がありましたらご連絡ください。

4. 製品の内容は、修正バージョンアップなどにより、予告なく変更することが
あります。

本製品の運用の結果生じた損失については、全てに関しての責任を負いかねま
すのでご了承下さい。
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はじめに

この度は弊社製品をお買い上げ頂きまして、誠にありがとうございます。
このユーザーズマニュアルは「CTR-700-M1」（親機）について説明するもので
す。
お客様の業務の効率化に「CTR-700-M1」がお役に立てれば幸いに存じます。

同梱品

□本体 1
□ACケーブル 1
□ACコンセント 2P-3P変換プラグ 1
□リアパネルダストカバー：ネジ 2本付 1
□ユーザーズマニュアル 1
□保証書 1

表記上の注意

参照事項を表わします。

注意事項を表わします。

「子機」 特に記さない限り、CTR-700-01、CTR-700-02、SQR-700-01を
指します。

「親機」 特に記さない限り、CTR-700-M1を指します。
CTR-700
シリーズ

CTR-700-01、CTR-700-02、SQR-700-01を指します。



第1章　概要



第 1章　概要

2

1-1　CTR-700シリーズについて

CTR-700シリーズは、無線伝送方式によるネットワークシステムです。
子機は小型軽量で携帯性に優れており、コンピュータから離れた場所でバー
コードデータを収集する作業に適しています。
子機により集められたデータは、親機を介してコンピュータへ渡されます。
コンピュータからも親機を介して子機へデータを送ることができます。

■システム概要

イーサネット�

無線ネットワーク�

コンピュータ�

親機�
IPアドレス�

＝192.168.254.254

親機�
IPアドレス�

＝192.168.254.253

子機ID＝011�
�

子機ID＝002�
�

子機ID＝001�
�

CTR-700-01�

CTR-700-01�

SQR-700-01�

CTR-700シリーズのシステムは、図のように以下の 2種類のネットワークか
ら構成されます。

・イーサネット LAN
・無線ネットワーク

■イーサネット LAN

ホストコンピュータと（複数の）親機をイーサネット接続します。各親機は
IPアドレスを持っており、ホストコンピュータと TCP/IPで通信を行います。
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■無線ネットワーク

親機とそれに同期する（複数の）子機とで、無線通信を行います。親機は、
ホストコンピュータからの指示に従い、指定の子機 IDを持つ子機へのデータ
を送信します。また、子機は収集したデータを親機へ返信し、そのデータは
イーサネットを通じて親機からホストコンピュータへ渡されます。

Point 別売りの CTR-700用送受信コントロール CTR-S for WinSockを使
用することで、これらのシステム内のプロトコルを意識することな
く、容易にデータの送受信を行うことができます。

1-2　システム構成

1-2-1　システム構成手順

CTR-700シリーズのシステムは以下の手順に従って構成します。

①親機の IPアドレスの設定

イーサネット LANを構築するための IPアドレスを、親機に設定します。
お使いの LAN環境に合わせて必ず設定して下さい。

IPアドレスの設定方法は「第 3章」を参照して下さい。

②親機の無線設定

無線ネットワークを構築するための設定を行います。
親機には、「親機 ID」「チャネル」「サブチャネル」の 3つを設定します。
「親機 ID」は無線ネットワークのグループ分け、「チャネル」と「サブチャ
ネル」はその親機が使用する無線のチャネルです。

無線に関する設定の方法は「2-2設定」を参照して下さい。

③子機の無線設定

子機が親機と無線で接続（同期）し、データ通信を行うために必要な設定を
行います。
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子機には、「子機 ID」「親機 ID」「チャネル」「サブチャネル」の 4つを設定
します。
「子機 ID」はホストコンピュータが各子機を識別するための IDです。
その他の 3つは接続先となる親機の設定に合わせます。自動的に他の親機に
切り替わる（ローミング）ように設定することも可能です。

無線関連の設定方法は、各子機の「ハードウェア／システムメニ
ューマニュアル」を参照して下さい。

次に実際のシステム構成例を示します。

1-2-2　システム構成例

■ローミングなし

子機は特定の親機とのみ通信します。
各親機の「親機 ID」をそれぞれ異なる設定にし、子機は「親機 ID」「チャ
ネル」「サブチャネル」を通信相手となる親機の設定に合わせます（「子機 ID」
は任意です）。

イーサネット�

無線ネットワーク�

ホストコンピュータ�
IPアドレス�
＝192.168.0.1

親機�
IPアドレス＝192.168.254.254�
親機I D ＝1�
ﾁ ｬ ﾈ ﾙ ＝1�
ｻﾌﾞﾁｬﾈﾙ＝1�
�

子機I D＝011�
親機I D ＝1�
ﾁ ｬ ﾈ ﾙ ＝1�
ｻﾌﾞﾁｬﾈﾙ＝1�
�

�

親機�
IPアドレス＝192.168.254.253�
親機I D ＝2�
ﾁ ｬ ﾈ ﾙ ＝2�
ｻﾌﾞﾁｬﾈﾙ＝1

子機I D＝021�
親機I D ＝2�
ﾁ ｬ ﾈ ﾙ ＝2�
ｻﾌﾞﾁｬﾈﾙ＝1�
�

子機I D＝022�
親機I D ＝2�
ﾁ ｬ ﾈ ﾙ ＝2�
ｻﾌﾞﾁｬﾈﾙ＝1

SQR-700-01�

CTR-700-01�

CTR-700-01�



1-3　システムの動作

5

■ローミングあり

子機は自動的に親機を切り替えて通信します。
各親機の「親機 ID」を同じにし、子機は「親機 ID」をそれに合わせ、「チ
ャネル」「サブチャネル」を 0にします（「子機 ID」は任意です）。

イーサネット�

無線ネットワーク�

ホストコンピュータ�
IPアドレス�
＝192.168.0.1

親機�
IPアドレス＝192.168.254.254�
親機I D ＝1�
ﾁ ｬ ﾈ ﾙ ＝1�
ｻﾌﾞﾁｬﾈﾙ＝1�
�

子機I D ＝001�
親機I D ＝1�
ﾁ ｬ ﾈ ﾙ ＝0�
ｻﾌﾞﾁｬﾈﾙ＝0 

�

親機�
IPアドレス＝192.168.254.253�
親機I D ＝1�
ﾁ ｬ ﾈ ﾙ ＝2�
ｻﾌﾞﾁｬﾈﾙ＝1

子機I D ＝002�
親機I D ＝1�
ﾁ ｬ ﾈ ﾙ ＝0�
ｻﾌﾞﾁｬﾈﾙ＝0�
�

子機I D ＝003�
親機I D ＝1�
ﾁ ｬ ﾈ ﾙ ＝0�
ｻﾌﾞﾁｬﾈﾙ＝0

移動することで自動的に親機を�
　切り替えます。（ローミング）�

SQR-700-01�

CTR-700-01�

CTR-700-01�

1-3　システムの動作

1-3-1　電源を入れる前に

親機の電源を入れる前に必ず次のことを確認して下さい。

•  親機とホストは正しく設定、接続されているか
•  ホストの電源は入っているか

詳細は「第 2章　起動の前に」をご覧下さい。
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1-3-2　動作の流れ

■電源投入

親機の電源を入れると、出荷時設定では親機はオープン状態となり、ホスト
コンピュータからの指示を待ちます。

●オープンとクローズ

親機の無線部が動作している状態を「オープン」、停止している状態を「クロ
ーズ」と呼びます。
親機がクローズしていると、子機との通信はできません。またオープン、ク
ローズコマンド以外の操作も受け付けません。

●起動時設定

出荷時設定では親機は電源投入後、自動的にオープン状態になります。
電源投入時に親機をクローズ状態にしたい場合には電源投入前にディップス
イッチの１番を OFFにして下さい。

■データ収集時の動作

�データ受信�

デー
タ�

CT R － 7 0 0 － M 1

B U
F F
E R

T XP O
W E
R

 T R － M U

データ�

�データ出力�

■コマンド入力時の動作

イーサネットで接続されたホストコンピュータからコマンドを送信して、親
機を操作します。

親機は入力されたコマンドに従い、親機自身の制御や、子機との通信の制御
を行います。コマンド実行後はリザルトをコンピュータに返します。
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 0 0 - M 1

コマンド�

 0 0 - M 1

リザルト�

�

�コマンド入力�
�コマンド実行�

親機自身の制御、�
子機との通信制御等�

�リザルト出力�

CT R － 7 0 0 － M 1

B U
F F
E R

T XP O
W E
R

C T R - 7 0 0 - M 1

B U F
F E RT XP O W

E R

●リザルト

親機からコンピュータに対して返されるコマンドの処理結果をリザルトとい
います。このリザルトによってコンピュータはコマンドが正常に実行された
かどうかを確認します。リザルトは全てのコマンドに対して返されます。コ
マンドとして認識できないような不正なデータが入力された場合には、親機
はエラーを表すリザルトを返します。

■データの流れ

システム全体のデータの流れは次の通りです（子機は標準アプリケーション
使用、レスポンスモードがレスポンスありに設定されています）。

●基本システム

受信デ
ータ

リザル
ト

バーコ
ードデ

ータ

送信コマンド

子�
�
機�

レスポンス

親�
�
機�

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

�

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
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Point 別売りのCTR-700用送受信コントロールCTR-S for WinSockを使
用することで、これらのコマンドやリザルトの処理を容易に行うこ
とができます。



第2章　起動の前に



第 2章　起動の前に

10

2-1　各部の名前と役割

■前面

①アンテナ
無線送受信用の可動式アンテナです。
②POWER LED（赤）
電源を投入すると点灯します。ただし、クローズ状態の時には約 2 秒周期
で点滅します。また、エラーを検出するとブザーが鳴動し約 0.2秒周期で点
滅します。
③TX LED（緑）
無線データ送信時に点灯します。
④BUFFER BUSY LED（黄）
バッファビジーになると点灯します。データが転送され、ビジー状態が解
除になると消灯します。
⑤SIGNAL（緑・赤）
無線データ送信成功時、緑色が 3つ点灯します（親機→子機）。
無線データ受信成功時、赤色が点灯します（子機→親機）。この時、受信時
の電界強度を 3段階の赤色 LEDにて表示します。エラー検出時は赤く点灯
してエラー種別を示します。

詳細は「第 5章 こんな時は」をご覧下さい。

CTR-700-M1

PO
WE
R

TX

BU
FF
ER

SI
GN
AL

� １�

２�
３�

５�４�
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■背面

①電源スイッチ
②電源コネクタ（AC100V）
付属の ACケーブルを使用して下さい。
③DIP SW（設定スイッチ）
通信条件の設定と、各動作モードを切り替えます。
④SW1（親機 IDスイッチ）
⑤SW2（チャネル切替スイッチ）
⑥SW3（サブチャネル切替スイッチ）
⑦SW4（RESERVE）

0に固定して下さい。
⑧LED
各動作モード及びエラーモードを表示します。詳細は、イーサネットの設
定の LED表示をごらん下さい（「3-6　LED表示」）。

⑨SW（RESERVE）
通常は OFF（下）に固定して下さい。
イーサネット設定を出荷時設定に戻す時にのみ使用します（「3-5　イーサ
ネット設定の初期化」）。

⑩RS-232Cコネクタ
RS-232Cによりイーサネットの設定を行います。
⑪10Base-Tコネクタ
イーサネットケーブル接続用。

SW4
SW3

SW2

DIP  SW

ON

OFF

SW1

POWEROFF
ON

AC�
100V RS-232C

SWLED

10B-T

リアパネルダストカバー�

SW4
SW3

SW2

DIP  SW

ON

OFF

SW1

1

2

9
10

11

3
5 6 7

�
�

�8�

4
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2-2　設定

■各スイッチの機能

親機には背面に設定のためのスイッチがあります。

スイッチ名称 機能
SW1 親機 ID設定用
SW2 チャネル設定用
SW3 サブチャネル設定用
SW4 RESERVE（0固定）
DIP SW 通信条件と動作モードを設定する
SW RESERVE（OFF固定）

スイッチの設定を行う時は、必ず本体の電源を OFFにして下さい。

親機と子機が同期し通信するためには、親機 ID、チャネル、サブチャネ
ルが正しく設定されなければなりません。

■SW1：親機 IDの設定

親機 IDは 1～Fの範囲で設定して下さい。
親機 IDは無線ネットワークの所属（ドメイン）を決定するものです。子機は、
自分と同じ親機 IDの親機にのみ同期します。言い換えれば、子機は同じ親機
IDの親機に対してローミング可能となります。
例えば、3台の親機ア、イ、ウがあり、ア、イの親機
IDが 1、ウの親機 IDが 2とすると、親機 IDを 1に
した子機は、ア、イの親機に対してローミングが可
能になり、親機 IDを 2にした子機は“ウ”とのみ同
期することができます。

■SW2：チャネル／SW3：サブチャネルの設定

チャネルとサブチャネルはそれぞれ 1~Fで設定し、これら計 225通りの組み
合わせによって、親機が使用する無線チャネルを決定します。複数の親機が

（例）1に設定する場合�

876

54
3210FEDC

A9B
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同じ無線チャネルを使用することは通信の障害となるため、チャネル／サブ
チャネルの組み合わせは全ての親機についてユニークに設定されなければな
りません。
チャネル／サブチャネルの設定は基本的にチャネル設定を変えることを優先
させ、チャネル数が足りない場合にサブチャネルを変更して下さい。この様
に設定することで、最良の通信効率が得られます。
【例】親機が 16台あるシステムでは、
・15台目の親機までは、それぞれチャネル 1~F、サブチャネル 1を割り当
てます。
・ 16台目の親機は、最も離れた位置にある親機と同じチャネルに設定し、
サブチャネルを 2にします。

1/1 2/1 14（E）/1

1/215（F）/13/1

①�

③� ⑮� ⑯�

②� ⑭�

※ 親機の下の数字がチャネル／サ
ブチャネルを表しています。

最も離れた位置にある親機
（この場合①）と同じチャネ
ルを使い、サブチャネルを変
えます。



第 2章　起動の前に

14

■DIP SW：通信条件と動作モードの設定

無線の通信条件の設定と動作モードの設定をします。
出荷時設定、スイッチ上の各機能の割当ては、以下の通りです。

1 2 3 4 5 6 7 8

ON

OFF

No. 出荷時状態 設定項目 出荷時設定
1 ON 起動時オープン オープン
2 OFF ブザー OFF
3 ON 無線転送速度 自動
4 ON
5 OFF

6 OFF
7 OFF

8 OFF

●起動時状態の設定（DIP SWの No.1を設定して下さい）

①クローズ

1 2 3 4 5 6 7 8

ON

OFF

②オープン（出荷時設定）

1 2 3 4 5 6 7 8

ON

OFF

予約済み
出荷時状態
に固定
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●ブザーの設定（DIP SWの No.2を設定して下さい）

①データ受信時のブザーOFF

　　　　　　　　　（出荷時設定）

1 2 3 4 5 6 7 8

ON

OFF

②データ受信時のブザーON

1 2 3 4 5 6 7 8

ON

OFF

●無線転送速度の設定（DIP SW の No.3を設定して下さい）

①800kbps

1 2 3 4 5 6 7 8

ON

OFF

②自動切換え 1.6M／800kbps

1 2 3 4 5 6 7 8

ON

OFF

2-3　無線通信時の注意

2-3-1　無線機器の設置について

無線機器を設置する際には次の条件を満たすようにして下さい。

•  無線機器のアンテナが壁や床、天井から少なくとも 50cm以上離れるように設
置して下さい。

•  無線機器の間に大きな障害物がないようにして下さい（見通しが最良であるこ
と）。

•  無線機器のアンテナが、床面、または天井面に対して垂直になるように設置し
て下さい。

•  無線機器同士の距離がある程度以上離れると、機器の上下、左右で電波の強弱
が大きく変化します。安定して通信できる場所を探して下さい。

•  無線機器とコンピュータの間、または無線機器同士の間は最低 3m程度の間隔
を置いて下さい。

•  電子レンジ等、2.45GHz帯を使用している機器の近くでは使用しないで下さい。
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【例】アンテナを壁、床、天井から離して設置
良い設置例

壁�

床�

床面に�
垂直�

壁�

天井�

天井面に�
垂直�

悪い設置例

壁�

床�

床面に垂直�

壁�

天井�

天井面に垂直�

【例】見通しの良い場所に設置
良い設置例

天井�

床�

障�
害�
物�

悪い設置例

反射電波�

天井�

床�

障�
害�
物�
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【例】ノイズ源となる機器から離して設置

パソコン、電子レンジ等からはノイズが出ています�

■アンテナの働き

アンテナは電波の出入口にあたり、無線機器で造られた高周波エネルギーを
電波として効率よく空間に放射します。
従ってアンテナの設置状態や周囲の空間環境は電波の放射状態を大きく左右
します。

■電波と障害物

電波は一波長の大きさが大きい程、壁等の障害物の影響を受けにくくなりま
す。例えば、一波長が約 300m 前後の「中波」であるラジオの電波などは建
物等の影響をほとんど受けませんが、本製品（2.4GHz）では一波長が約 12cm
であり、光の性質に近くなり、電波の直進性が強くなります。このため、電
波を遮る障害物による影響が大きくなります。

2-3-2　通信エリアの確認

機器の設置場所を確定する前には、必ず通信エリアを確認して下さい。
通信エリアとは安定した無線通信ができる範囲を指します。機器間の距離が
近くても、間に遮蔽物がある場合や近くにノイズの発生源がある場合は、無
線通信ができないことがあります。

■無線通信エリアの確認

子機側で無線テストを実行します。
子機の画面に表示される電界強度をみながら、通信エリアを選んで下さい。
なお、この電界強度表示は厳密なものではなく、子機毎に値がばらつくこと
もありますので大まかな目安としてご利用下さい。
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3-1　出荷時設定の変更方法

ホストコンピュータから、親機へ接続するためには、IP アドレスなどを設定
する必要があります。イーサネット関連の設定は、出荷時には下表の様にな
っていますので、お使いの環境に合わせて設定を行ってください。
イーサネットの設定は、以下のいずれかの方法で行います。

①telnetによる設定
本装置の出荷時の IPアドレスに対して telnet接続し、設定の変更を行いま
す。

②WEBブラウザによる設定
WEB ブラウザから本装置の出荷時の IP アドレスを指定し、設定ホームペ
ージを開いて設定を行います。

③初期設定用 RS-232Cポートから無手順ターミナルを使用して設定します。

■出荷時の設定

設定項目 設定値 セットアップ
メニュー階層

プロトコル ソケット通信 2）protocol

転送モード トランスペアレントモード

ターミネータコード 使用しない

受信監視タイマ 60秒

3）Socket Data 　

　　　　Format

自 IPアドレス 192.168.254.254

サブネットマスク 0.0.0.0（使用しない）

ゲートウェイ IPアドレス 0.0.0.0（使用しない）

自 TCPポート番号 1111

4）Network 

　　　　address

クライアントモード 使用しない（Disable）

コネクション試行回数 10回

コネクション切断タイマ 90秒

5）Client

設定値書き込み時のパスワード パスワード無し 6）Exit
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3-2　telnetによる設定

■設定項目

①自 IPアドレス
②ゲートウェイ IPアドレス
③サブネットマスク値
④自 TCPポート番号の設定
⑤プロトコルの指定（ソケット／FTP）
⑥電源投入時のモード指定（トランスペアレント／コマンド）
⑦コマンド転送の設定
・受信データのターミネータコードの設定
　最大 2バイトを HEX値で設定。
・受信待ちタイマ値の設定
　1~999秒の範囲で設定可能。0秒を設定すると永久に待ち続ける。
⑧トランスペアレント接続時の受信バッファクリア機能（クリアする／しない）
⑨クライアント接続の設定
・クライアント Enable／Disableの指定
・接続先 IPアドレス
・接続先 TCPポート番号の設定
・切断タイマ値の設定
　1~999秒の範囲で設定可能。0秒を設定するとタイマによる切断はしない。
・コネクションリトライ回数の指定
　接続できない場合、ここで指定した回数だけ接続要求の SYNを送出する。
　試行間隔は 5秒とし、1~999回の範囲で設定可能。0を設定すると永久
　リトライを行う。

CTR-S for WinSockを使用する場合、⑤⑥⑨を下線側の設定にする必要が
あります。CTR-S for WinSockを使用しない場合の設定は任意ですが、ホ
スト PC 側のソフトウェアをお客様の方で用意して頂く必要があります。
その際の詳細資料につきましては、弊社営業部までお問合せ下さい。

■ステータス表示

①同期 I/Fのエラー表示
②イーサネット I/Fのエラー情報
③エラー表示のクリア
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■セットアップメニューのツリー形式

1)Status

2)Protocol 1)Socket
2)FTP server

3)Socket Data Format 1)Command mode 1)Change terminater code
2)Clear terminater code
3)Receive timer

2)Transparent mode Clear receive buffer Yes
No

4)NetWork address 1)My IP address
2)TCP Port
3)Default gateway address
4)Subnet mask

5)Client 1)Enable/Disable
2)Server address 1)IP Address

2)TCP Port Number
3)Connection retry
4)Disconnect timer

6)Exit 1)Quit
  ＝設定値の変更を行わずに終了します。�
2)Save changes to EE_PROM & restart 092-WL-1
　�＝設定値の変更が有効となり、終了します。�
3)Password
＝17文字までのパスワードを設定します。パスワードを設定すると、�
  以後設定メニューへ入る際にパスワードの入力が必要になります。�

3-3　Webブラウザによる初期設定

本装置は、シングルセッションの HTTPDをサポートし、Webサーバとして
動作します。Webブラウザから、「http://ddd.ddd.ddd.ddd」（下線部は IPア
ドレス。例“http://192.168.254.254”）と入力して本装置をオープンすると、
設定ホームページがブラウザに表示されます。
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ホームページには、本装置のステータス、設定等のリンクがあり、ユーザは
それらをクリックすることで、目的の項目に入ることができます。
「設定」をクリックした場合は、パスワードが要求されます。パスワードは、
telnet と同じものを使用します。パスワードが一致すれば、制限無く設定を
変更することができます。
ただし、同時に複数ホストから設定を行った場合、値が混在することになり、
設定内容は保証されません。

3-4　RS-232Cによる設定

イーサネットケーブルは接続せずに、初期設定用 RS-232C ポートに別売の
RS-232Cケーブルを接続して、電源を ONにします。
自己診断テストのケーブル断エラーが発生し、その状態で下記の 2 通りの初
期設定が可能になります。
いったん初期設定モードに入ると、再びケーブルを外して電源を入れ直すま
で、ネットワークは動作しません。
初期設定用 RS-232Cインターフェースの通信仕様は、次の通りです。

•  非同期 9600bps
•  文字長 8ビット
•  パリティ無し
•  1ストップビット
•  フロー制御無し
•  ER信号、RS信号は常時 ON

①接続ターミナルから CTRL＋C を 2 回入力すると、telnet と同じメニュー
形式の初期設定モードになります。
telnetの場合とは、次の部分が異なります。
・Status表示はできない
・EE-PROM書き込み時にパスワード入力が不要



第 3章　イーサネットの設定

24

②次のように、接続 PC から「<092-WL-1>」と「END」で囲まれた初期設
定データを送信します。
<092-WL-1>↵
IPA=192.9.200.10
CLT=2
　
END↵

•  初期設定データの文字コードは、ASCIIコード（大文字・小文字両方可）です。
•  次の表のように、各項目の初期設定データには改行コード（↵ ）を付けます。
改行コードは、CR（0x0D）、LF（0x0A）のいずれか 1バイトを使用します。

〜
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●初期設定データ一覧表

設定項目 初期設定データ形式
プロトコルの指定 ・ソケットを選択する場合

　PCL=1↵
・FTPを選択する場合
　PCL=2↵

自 IPアドレス IPA=192.9.2.1↵
自 TCPポート番号 IPN=2000↵ 　（10進数可変長）
サブネットマスク SUB=FFFFFFF0↵
ゲートウェイアドレス GA1=192.9.2.3↵

クライアントモードの
選択

・クライアントモードを使用しない場合
　CLT=OFF↵
・クライアントモードを使用する場合
　CLT=2↵

接続先 IPアドレス IPS=192.9.2.1↵
接続先 TCP ポート番
号

IPC=2000↵ 　（10進数可変長）

コネクション試行回数
の設定

・再試行する場合
　10進数可変長最大 3桁の回数で指定
　TIC=999↵ 　（1～999）
・永久再試行の場合
　TIC=0↵

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
接
続

コネクション切断タイ
マ値の設定

・タイマを使用する場合
　10進数可変長最大 3桁の秒数で指定
　TIC=999↵ 　（1～999）
・タイマを使用しない場合
　TCC=0↵

電源投入時の転送モードの
指定

・コマンドモードの場合
　TRN=OFF↵
・トランスペアレントモードの場合
　TRN=ON↵
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設定項目 初期設定データ形式
コマンドモードでの受信デ
ータのターミネータコード
の設定

（1または 2バイトをHEXで
指定）

・ターミネータコードを使用する場合
　TRM=0D0A↵ 　（2バイトの例）
　または
　TRM=03↵ 　（1バイトの例）
・使用しない場合
　TRM=↵

コマンドモードでの同期 I/F
受信監視タイマ値の設定
（10進数可変長最大 3桁の秒
数で指定）

・タイマを使用する場合
　TIM=999↵ 　（1～999）
・タイマを使用しない場合
　TIM=0↵

すべての設定値を出荷時に
戻す

RESET↵

3-5　イーサネット設定の初期化

IP アドレスの設定が分からなくなり接続できなくなってしまった場合などに、
以下の方法でイーサネット設定を出荷時設定に戻すことができます。

①親機本体背面の LED右隣にあるディップスイッチの 1、2番を両方ON（上）
にして親機の電源を入れます。
②隣の LEDがオレンジ色に点灯し、約 5秒後に消灯します。
③ディップスイッチ 1、2 番を両方 OFF（下）に戻し、親機の電源を再投入
すれば完了です。

出荷時設定については「3-1　出荷時設定の変更方法」にある表をご覧下さい。
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3-6　LED表示

本体背面にイーサネットの動作モードを示す 3色表示のLEDが装備されてい
ます。

点灯（緑） 通常使用
点滅（緑） 通常使用かつ IPパケット送受信中
1回の点滅（赤） 外部イーサネットループバックエラー（CTRL+C2

回入力で消灯）
2回の点滅（赤） EE-PROMエラー
3回の点滅（赤） RAMエラー
5回の点滅（赤） 内部イーサネットループバックエラー
連続点滅（赤） システムエラー発生
点灯（赤） 初期設定データローディングエラー時
点灯（オレンジ） RS-232C初期設定モード時（ローディング完了で

消える）、電源投入後のイニシャライズ中
点灯（オレンジ）→消灯 設定を出荷時に戻す時

●エラー発生時の LED表示

LED表示エラー内容
← 1秒 →← 1秒 →～繰り返し

外部イーサネットループ
バックエラー

1回の点滅 ☆●●●●☆●●●●～

EE-PROMエラー 2回の点滅 ☆☆●☆☆●☆☆●☆～
RAMエラー 3回の点滅 ☆☆☆●☆☆☆●☆☆～
内部イーサネットループ
バックエラー

5回の点滅 ☆☆☆☆☆●☆☆☆☆～

システムエラー 連続点滅 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆～
☆：点滅
●：消灯
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4-1　本体部一般仕様

CPU 32ビット RISC
メモリー SRAM　256Kバイト

POWER 赤
TX 緑
BUFFER BUSY 黄

表示 LED

SIGNAL 緑・赤
設定用 DIP SW
親機 ID用 デジタル SW1

チャネル用 デジタル SW2

スイッチ

サブチャネル用 デジタル SW3

寸法 121（W）×115（D）×51（H）㎜
（ネジ頭足、アンテナ、スイッチ、コネクタ含まず）

重量 約 820g（ACケーブル含まず）
電源 AC100V　50/60Hz（AC85～130V）
消費電流 0.1A（実効値）

RS-232C D-sub9S、9600bps外部入力端子
10Base-T モジュラーコネクタ：

TM11R-5C-88（ヒロセ）
アンテナ長 110㎜
ACケーブル長 約 3m

使用温度 0～40℃環境
使用湿度 20～80%RH（ただし結露

無きこと）
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4-2　無線部仕様

項目 仕様
通信仕様 周波数ホッピングスペクトラム拡散方式
使用周波数 2.4GHz帯（2.471～2.497GHz）
空中線電力 5mW/MHz以下
伝送速度 最大 1.6Mbps
チャネル数 15

サブチャネル 15
通信可能距離 屋内：約 100m／屋外：約 200m

4-3　コネクタ仕様

4-3-1　10Base-T

●コネクタピン配列（RJ-45）

●信号名

No. 信号名 信号方向
1 TX+ 出力
2 TX- 出力
3 RX+ 入力
4 － －
5 － －
6 RX- 入力
7 － －
8 － －

8　～　1
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4-3-2　初期設定 RS-232C

●コネクタピン配列（使用コネクタ Dsub-9S相当）

15

69

●信号名

ピン番号 端子名 方向 説明
1 リザーブ － 使用禁止
2 RXD 入力 受信データ
3 TXD 出力 送信データ
4 DTR 出力 データ端末レディ
5 SG － シグナルグランド
6 DSR － データセットレディ
7 RTS 出力 送信要求
8 CTS 入力 送信可
9 リザーブ － 使用禁止

注）六角型嵌合ネジ部：M2.6 ミリネジ
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5-1　故障かなと思う前に確認して下さい

動作・症状 原因・理由 対処法・注意点
POWER LEDが約2秒周期で
点滅する

親機無線部がクローズして
います 親機をオープンして下さい

SIGNAL（赤）
点灯状態
○ ○ ●
[右端]

SW1～SW3 の設定が間違って
います

スイッチの設定を確認して下
さい

○ ● ○ 無線部のオープンに失敗し
ました

○ ● ● 無線部の動作異常が発生し
ました

ブザーが
鳴動して
POWER LED
が 約 0.2
秒周期で
点滅する

● ○ ○
● ○ ● システムエラーです

親機の電源を入れ直して再試
行して下さい。
それでも回復しなければ弊社
営業部までご連絡下さい

BUFFER BUSY LEDが点灯す
る

バッファビジーが発生しま
した

データが転送されビジー状態
が解除されると消灯します

イーサネットケーブルの接
続に問題があります

ケーブルの接続状態や、クロ
ス／ストレートの種別を確認
して下さい

イーサネットの接続がで
きない

（CTR-S for Winsockによ
るネットワーク接続、及
びtelnet、ping等が正常
実行されない場合）

IPアドレス等のイーサネッ
トに関する設定が間違って
います

正しく設定し直して下さい

子機の電源が入っていませ
ん 子機の電源を入れて下さい

子機の無線に関する設定が
間違っています 正しく設定して下さい

子機が通信エリア外にあり
ます

子機を通信エリア内で使用し
て下さい

親機無線部がクローズして
います 親機をオープンして下さい

電波障害等により通信不良
になっています

ノイズなどの発生源となって
いるものがないか調査し、そ
の原因を取り除いて下さい
ホストコンピュータがノイズ
の発生源となることもありま
すので親機を 1m以上離して設
置するなどを試して下さい

子機との無線通信ができ
ない

（イーサネット接続は正
常 だ が 、 CTR-S for
Winsockによる子機との
データ送受信が正常に行
えない場合等）

チャネルが他の親機と重複
しています

チャネル／サブチャネルの組
み合わせが他の親機と重複し
ないように設定し直して下さ
い
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FAX によるご質問または修理のご依頼の際は、下記用紙をコピーして各項目にご記入の上ご利用ください。

□FAXお問い合わせ票／□修理依頼票（どちらでご使用か□に記してください）

御社名 部署

御氏名 TEL 　　（　　　 ）

E-Mail FAX 　　（　　　 ）

御住所 〒

お買い上げ店名

【製品名】 SS 無線通信ユニット 【型　番】 CTR-700-M1

【LOT No】 （本体裏面に貼付のラベル番号）

■情報提供にご協力ください■

使用子機

（例 CTR-700-01）

子機ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
□標準 AP（Ver　.　） □ｳｪﾙｷｬｯﾄ製特注 AP（Ver　.　） □お客様にて開発された AP

CTR-S for WinSock □使用している（Ver　.　）　　　□使用していない

ご使用の台数 ・子機　　　台　　　・親機　　　台　　　・ローミング使用 □有り　□無し

ご使用の業務／
場所／環境

（例）高温多湿の工場で****製造ラインの管理 等

■質問内容・不具合症状の記入欄（できるだけ詳しくご記入ください）■

修理の際は本紙にご記入のうえ修理品と一緒にお買い上げ店にお渡しください。
保証書のお買い上げ日から1ヶ年（ただし、最長で出荷日より1年3ヶ月）以内の場合、保証書のご提示により無償保証とさ
せて頂きます。ただし、無償保証期間内であっても有償となる場合もございますので、詳しくは保証書をご覧ください。
弊社製品の保守期間は、販売終了後 5年間です。ご使用中の製品の販売終了に関する情報は、弊社ホームページ
（http://www.welcat.co.jp/）にてご確認ください。
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【英数字】
10Base-Tコネクタ ........................11
ASCIIコード................................ 24
CTR-S for WinSock........................ 3
EE-PROMエラー......................... 27
HTTPD......................................... 22
IPアドレス................................... 21
LED........................................ 10, 27
RAMエラー ................................. 27
RS-232C ................................. 20, 23
RS-232Cコネクタ ........................ 11
SYN.............................................. 21
TCP .............................................. 21
telnet...................................... 20, 21
Web .............................................. 22
WEBブラウザ.............................. 20
【あ】
アンテナ ................................. 10, 17
イーサネットループバックエラー 27
オープン ......................................... 6
親機 ID ......................................... 12
親機 IDスイッチ ...........................11
【か】
起動時状態.................................... 14
起動時設定...................................... 6
クライアント ................................ 21
クローズ ......................................... 6
コネクションリトライ回数........... 21

コマンド ..........................................6
【さ】
サブチャネル.................................12
サブチャネル切替スイッチ ........... 11
サブネットマスク値 ......................21
システムエラー .............................27
受信バッファクリア ......................21
受信待ちタイマ .............................21
初期設定データ .............................24
【た】
ターミネータコード ......................21
チャネル ........................................12
チャネル切替スイッチ .................. 11
通信エリア ....................................17
電源 .................................................6
電源コネクタ................................. 11
電源スイッチ................................. 11
ドメイン ........................................12
トランスペアレント接続 ...............21
【は】
ブザー ...........................................15
ホームページ.................................23
【ま】
無線転送速度.................................15
【ら】
リザルト ..........................................7
ローミング ....................................12
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